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製
造
現
場
で
働
い
て
い
る
多
く
の
男
性

が
、い
き
な
り
長
期
間
の
育
児
休
業
を
取

る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
短
期
間
の
育
児

休
業
に
利
用
で
き
る
制
度
を
設
け
、
男
性

取
得
者
が
誕
生
し
た
。
そ
の
取
組
に
つ
い

て
取
締
役
総
務
営
業
部
長
の
柴
田
敬
一
氏

に
話
を
聞
い
た
。

滋
賀
県
東
浅
井
郡
に
本
社
を
置
く
菱
琵

テ
ク
ノ
は
、デ
ッ
キ
ボ
ー
ド
・
雨
ど
い
・
住
宅
用

内
外
装
部
材
な
ど
の
住
宅
関
連
製
品
、
上

下
水
道
な
ど
に
使
わ
れ
る
ヒ
シ
パ
イ
プ
な
ど

の
管
材
製
品
等
の
合
成
樹
脂
製
品
の
製

造
・
加
工
お
よ
び
販
売
を
し
て
い
る
会
社
で

あ
る
。
そ
う
し
た
業
種
で
も
あ
る
た
め
、
従

業
員
は
圧
倒
的
に
男
性
が
多
い
。

育
児
休
業
制
度
は
１
９
９
２
年
に
導
入

し
、
女
性
は
出
産
者
全
員
が
取
得
し
、
出

産
後
も
継
続
勤
務
す
る
こ
と
が
定
着
し
て

い
る
。
男
性
の
育
児
休
業
取
得
者
は
現
在

１
名
だ
が
、
配
偶
者
出
産
休
暇
に
つ
い
て
は

35
年
前
か
ら
制
度
化
し
て
お
り
、
取
得
率

は
１
０
０
％
で
あ
る
。

「
配
偶
者
出
産
休
暇
は
年
次
有
給
休
暇

を
取
る
の
と
同
じ
感
覚
で
す
。
た
だ
、
男
性

の
多
く
が
製
造
現
場
で
働
い
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
な
か
な
か
長
期
間
の
育
児
休
業
は

取
り
づ
ら
い
の
で
、
ま
ず
は
配
偶
者
出
産
休

暇
と
合
わ
せ
て
短
期
間
の
育
児
休
業
と
し

て
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
し
た
」

２
０
０
７
年
、
21
世
紀
職
業
財
団
の「
男

性
の
育
児
参
加
促
進
事
業
」の
指
定
事
業

主
と
な
り
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
拡
大

だ
け
で
な
く
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
た
め

の
働
き
方
の
見
直
し
や
、
育
児
参
加
し
や
す

い
職
場
風
土
づ
く
り
な
ど
幅
広
い
取
組
を

進
め
て
い
る
。

ま
ず
始
め
に
管
理
職
を
対
象
に
、
男
性

の
育
児
参
加
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
研
修
を

行
っ
た
。

「
と
く
に
管
理
職
は
年
配
の
男
性
が
多

く
、
男
性
の
育
児
参
加
の
必
要
性
を
理
解

し
に
く
い
よ
う
で
し
た
。
男
性
社
員
が
育
児

休
業
を
取
り
た
い
と
思
っ
て
も
、
上
司
や
同

僚
の
理
解
が
な
け
れ
ば
、
実
際
に
取
得
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
」

取
得
側
の
男
性
に
対
し
て
も
、
社
内
報

「
Ｔ
Ｐ
Ｍ
ニ
ュ
ー
ス
」に
会
社
が
取
り
組
ん
で
い

る
内
容
を
掲
載
し
た
り
、
配
偶
者
が
出
産
を

控
え
た
男
性
社
員
一
人

ひ
と
り
に
説
明
す
る
な

ど
し
て
、
男
性
も
育
児

休
業
が
取
れ
る
と
い
う

こ
と
を
周
知
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、い
わ
ゆ
る
積
立

失
効
年
次
有
給
休
暇
制
度
で
失
効
し
た

前
々
年
度
以
前
の
分
を
復
活
・
利
用
で
き
る

「
喪
失
年
次
有
給
休
暇
復
活
制
度
」
が
あ

り
、
以
前
は
病
気
の
と
き
に
し
か
利
用
で
き

な
か
っ
た
も
の
を
、
育
児
休
業
に
も
利
用
で

き
る
も
の
と
し
、
最
高
７
日
間
ま
で
有
給
と

な
る
よ
う
に
制
度
を
改
定
し
た
。

「
い
き
な
り
長
期
の
育
児
休
業
を
取
る
よ

う
に
言
う
よ
り
も
、
短
い
休
業
で
も
経
験
し

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
体
験
談
と
い
う
か
た
ち

で
社
内
報
に
載
せ
る
な
ど
し
て
広
報
し
て
い

っ
た
ほ
う
が
、
よ
り
定
着
し
て
い
く
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
」

そ
う
し
た
取
組
の
結
果
、19
年
度
に
男
性

の
育
児
休
業
取
得
者
第
１
号
が
誕
生
し
た
。

２
日
間
の
配
偶
者
出
産
休
暇
に
引
き
続
き
、

５
日
間
の
育
児
休
業
を
取
得
し
た
。「
喪
失

「
誰
で
も
で
き
る
化
」活
動
で
助
け
合
え
る
職
場
づ
く
り

男
性
も
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
環
境
に

菱
琵
テ
ク
ノ
株
式
会
社

社　　　名：菱琵テクノ株式会社
設　　　立：1965年
資　本　金：4億円
本社所在地：滋賀県東浅井郡虎

姫町
事業内容：合成樹脂製品の製

造・加工および販売
従業員数：175名（男性145名／女性30名）

うち、正社員134名（男性126名／女性8名）
※2008年8月現在

1974年12月、虎姫プラスチック株式会社（現・菱琵テクノ株式
会社）入社。事務部管理グループ、管理部勤務を経て、2001年
1月菱琵テクノ（株）総務部長に就任。2006年3月より現職。

柴田　敬一氏　取締役総務営業部長

管
理
職
の
意
識
改
革
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

育
児
休
業
を
取
り
や
す
い

環
境
づ
く
り

配
偶
者
出
産
休
暇
は

１
０
０
％
の
取
得
率
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年
次
有
給
休
暇
復
活
制
度
」
を
利
用
し
、

有
給
で
の
取
得
で
あ
る
。

「
こ
の
と
き
、
該
当
者
は
３
名
い
た
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
ほ
か
の
２
名
は
育
児
休
業

の
取
得
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
の
ベ
ー
ス
と

し
て
、
か
ね
て
か
ら
菱
琵
テ
ク
ノ
が
取
り
組
ん

で
き
た「
誰
で
も
で
き
る
化
」
活
動（
Ｄ
Ｄ
Ｋ

活
動
）が
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
個
人
の
カ

ン
や
経
験
で
進
め
て
い
く
と
い
う
働
き
方
を

見
直
し
、
作
業
を
細
分
化
・
標
準
化
し
て
、

誰
で
も
で
き
、
助
け
合
え
る
体
制
に
す
る
と

い
う
取
組
。
仕
事
の
ム
ダ
を
排
除
す
る
こ
と

は
、
生
産
性
の
向
上
と
同
時
に
、
働
き
や
す

い
＝
両
立
し
や
す
い
環
境
に
な
り
、
結
果
と

し
て
、
休
暇
の
取
得
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

育
児
休
業
を
取
得
し
た
男
性
は
製
造
現

場
の
社
員
だ
が
、
Ｄ
Ｄ
Ｋ
活
動
を
通
し
て
周

囲
の
社
員
が
助
け
合
う
体
制
を
と
っ
た
た

め
、
休
業
中
の
問
題
は
な
か
っ
た
。
復
帰
後

の
昇
級
に
つ
い
て
は
、
評
定
期
間
中
の
勤
務

が
行
動
基
準
を
達
成
し
て
い
る
か
否
か
に
よ

り
決
定
し
て
い
る
。

ま
た
、「
男
性
の
育
児
参
加
促
進
事
業
」

と
並
行
し
て
、
２
０
０
７
年
７
月
に
は「
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
委
員
会
」を
立
ち
上

げ
た
。
月
１
回
、
幹
部
社
員
、
組
合
役
員
、

女
性
社
員
が
集
ま
り
、
仕
事
と
家
庭
の
両

立
が
可
能
な
職
場
環
境
整
備
に
向
け
て
、

男
性
の
育
児
参
加
促
進
を
は
じ
め
、
仕
事

と
家
庭
の
調
和
の
推
進
、
時
間
外
・
休
日
出

勤
を
削
減
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

月
２
回
の「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」を
今
年
８
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
以
前
は
月
35
時
間
で

あ
っ
た
残
業
時
間
が
、
現
在
は
月
20
時
間
を

切
っ
て
い
る
。

今
年
７
月
に
は
、21
世
紀
職
業
財
団
の
協

力
を
得
て「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
、”男
性
の
育
児

参
加
の
重
要
性
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
に
向
け
て
“
と
い
う
テ
ー
マ
で
外

部
か
ら
講
師
を
招
き
、55
名
が
参
加
し
た
。

女
性
社
員
だ
け
で
は
な
く
子
ど
も
を
も
つ

男
性
社
員
が
10
名
ほ
ど
、
他
に
管
理
職
も

参
加
し
、
好
評
で
あ
っ
た
。

「
現
在
、ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
委

員
会
が
、
育
児
休
業
制
度
や
人
事
制
度
、
勤

務
状
況
等
の
現
状
と
課
題
を
明
確
に
す
る

た
め
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
つ
い
て
の
社
内

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
て
社

員
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
よ
り
改
善
を
進
め

て
い
き
た
い
で
す
」

●家族構成＝夫婦、長男（0歳）

虎姫製造所　加工開発課

吉田　薫さん（26歳）

育児休業を取得してみて
夫婦で共に両立する
基盤ができました

育児休業取得者に聞く

夫婦で共に育児にかかわりたい
長男が生まれるにあたり、総務営業部から「喪失年次

有給休暇復活制度」が育児休業に利用できるようにな

ったとの説明を受け、2回に分けて取得することにし

ました。妻は産前から入退院を繰り返しており、家事は

すべて私が担当していましたので、仕事との両立がい

かに大変かということは身をもって実感していました。

さらに産後の大変な時期に、育児を妻に任せきりにす

るのではなく、夫婦で共に子どもとふれあう時間を持

ちたいという思いもありました。

取得にあたって、注意事項を事前に連絡
製造現場で働いているので、育児休業の取得にあた

っては、作業にあたっての注意事項だけを事前に現場

の方へ連絡しました。あとは、期間も3日と2日と短か

ったため、特に業務の引き継ぎをしなければならない

ということもなく休みに入ることができました。

最初の休業は産後7日目からの3日間で、産後の療

養中の妻と一緒に病院でおむつ替えや抱っこ・沐浴の

練習などをして、帰宅後は家事のほか、妻と子どもが

退院して帰ってくるときのための準備をしていました。

2回目は、夫婦揃って子どもの1カ月検診に行き、子ど

もの順調な成長を妻と喜び合いました。短期間でした

が、今後の生活に向けてよい基盤ができたと思います。

子どもと過ごす時間は大きな喜び
妻からは「産前・産後のいちばんつらい時期に、家事

と慣れない育児に励んでくれて本当に助かった。子ど

もの成長を共に喜べる時間が持てたことがとても嬉し

かった」と感謝の言葉をもら

いました。

会社が男性の育児休業取

得促進を図ってくれたおかげ

で、子どもと過ごす時間が取

れたことは私自身にとっても

大きな喜びでした。これから

も夫婦で子どもの成長を見

守り、愛情を注いでいきたい

と思っています。

取得期間：配偶者出産休暇2日間の他、育児休業として2007

年12月に3日間、2008年1月に2日間の合計5日間

取得

取得理由：会社から喪失年次有給休暇復活制度が育児休業

に利用できる旨の説明があり、少しでも夫婦で共に

子育てに携わりたいと思った

●育児休業制度の概要
・制度名／育児休業制度 ・開始年／1992年
・取得条件／原則、１歳未満の子を養育する社員
●取得状況
・女性の取得率は100％、男性は1名
●両立支援制度
・喪失年次有給休暇復活制度／前々年度以前の失効分の
年次有給休暇が最高7日を限度に育児休業に利用可能
・配偶者出産休暇／2日（有給）
・時差出勤制度／子が小学校就学の始期に達するまで、ま
たは、要介護状態にある家族を介護する社員が対象
・フレックスタイム制度／コアタイムは午前10時から午後3時

「
誰
で
も
で
き
る
化
活
動
」で

仕
事
を
整
理
し
、

助
け
合
え
る
職
場
に

特集／仕事と家庭の両立を考える


